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ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
11
月
に
高
濃
度
地
区
と
在
京
者
向
け
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
都
や

村
、
マ
ス
コ
ミ
に
島
の
問
題
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
高
濃

度
地
区
の
帰
宅
者
が
少
な
か
っ
た
り
、
孤
独
死
が
新
た
に
発
生
し

た
り
す
る
中
、
状
況
改
善
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
、

第
１
回
目
を
全
島

避
難
解
除
後
の

２
０
０
５
年
11

月
、
第
２
回
目
は

07
年
12
月
に
実
施

し
て
お
り
、
今
回

で
３
回
目
と
な
る
。
１
回
目

か
ら
、
大
妻
女
子
大
学
大
学

院
人
間
文
化
研
究
科
・
人
間

関
係
学
部
の
干
川
剛
史
（
ほ

し
か
わ
つ
よ
し
）
教
授
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
三
宅
島
噴

火
・
火
山
ガ
ス
災
害
に
対
す

る
被
災
者
・
島
民
の
立
場
か

ら
集
計
結
果
を
ま
と
め
て
、

村
、
都
、
国
に
要
望
書
と
し

て
提
出
し
て
改
善
を
求
め
て

き
た
。

　

ま
た
都
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で

在
住
の
Ａ
さ
ん
に
よ
る
と
、

帰
宅
者
は
、
三
池
集
落
10
世

帯
、
沖
ヶ
平
集
落
10
世
帯
計

20
世
帯
に
留
ま
る
。
避
難
解

除
直
後
に
は
、
少
な
く
と
も

こ
の
ほ
か
に
30
世
帯
の
帰
宅

希
望
者
が
い
た
が
家
屋
の
修

繕
費
、
病
気
・
高
齢
化
、
他

地
区
移
住
、
在
京
者
と
な
り

諦
め
た
。
「
行
政
の
責
任
は
、

重
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

諦
め
な
い
！
支
え
合
い
！

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
者
会
見
を
行
っ
た
結
果
、

三
宅
島
の
噴
火
災
害
被
災
者

の
現
状
が
広
く
報
道
さ
れ
た

と
い
う
経
緯
も
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
は
、
東
日
本

　三宅島社協は、11 月 20 日に第 9

回福祉まつりを開催する。

　今回のテーマは、「住民活動が作

る地域の力」で、多数の参加を呼び

かけている。会場は三宅村コミュニ

ティセンター（伊ヶ谷）で、9 時 30

分から17時30分まで。恒例のフリー

マーケットの他、各種イベント、講

演会、展示（３日から 19 日までは

郷土資料館ホールで展示）など。楽

しい一日とする為に協力をしよう。

　帰島後のコミュニティは、様変わ

りした。10 月には神着地区で、帰

島後 4 人目と思われる一人住まい男

性の孤独死があった。課題となって

いる人工透析を受けていた 77 歳の

男性も帰島叶わず 6月に死去した。

福祉まつり20日に

社協 参加を呼びかけ

11 月のアンケートに協力を

島の問題  提起するために

社協が主催する東北の被災地に送るすり身作り

福
島
の
避
難
者
救
済
の
た
め
に
も

　

今
回
の
調
査
は
、
東
日
本

大
震
災
と
り
わ
け
福
島
原
発

事
故
の
被
災
者
救
済
に
も
関

連
す
る
。
長
期
災
害
の
適
切

な
救
済
の
必
要
性
を
示
す
一

端
と
も
な
ろ
う
。

　

現
在
、
坪
田
高
濃
度
地
区

○第 26 回世話人会開催
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前
々
号
か
ら
始
め
た
「
噴
火
災
害
検
証
」
の
２
回
目
を
掲

載
す
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
も
全
島
避
難
ま
で
。
検
証
を
進
め

る
中
で
、
８
月
29
日
に
出
さ
れ
た
安
全
宣
言
に
関
し
て
、
疑

問
の
声
が
あ
っ
た
り
、
火
山
ガ
ス
の
情
報
が
き
ち
ん
と
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

新
聞 

テ
レ
ビ
の
報
道
も
…

脆
弱
だ
っ
た
噴
火
予
知
の
基
礎

加
え
ら
れ
た
「
厳
重
注
意
」

　

本
紙
７
月
１
日
発
行
（
第

34
号
）
の
「
噴
火
災
害
検
証
」

全
島
避
難
ま
で
の
続
き
②
を

始
め
た
い
。

　

①
で
は
専
門
家
と
都
、
村

の
災
害
対
策
の
混
乱
に
触
れ

た
。
三
宅
島
現
地
対
策
本
部

の
指
揮
を
行
っ
た
当
時
の
青

山
佾
副
知
事
も
退
任
直
後
に

「
石
原
都
政
副
知
事
ノ
ー
ト
・

平
凡
社
新
書
・
７
４
０
円
」

を
２
０
０
４
年
１
月
に
発
行

し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
三

宅
島
の
マ
グ
マ
は
ど
こ
に
い

る
ん
だ
」
の
項
に
は
、
９
月

１
日
の
全
島
避
難
指
示
直
前

の
「
８
月
の
29
日
午
後
７
時
、

火
山
噴
火
予
知
連
か
ら
『
安

全
宣
言
』
が
出
さ
れ
、
村
は
、

直
ち
に
避
難
勧
告
を
全
面
的

に
解
除
し
た
。
現
地
本
部
で

は
『
安
全
』
と
い
う
実
感
が

青
山
副
知
事
と
東
大
地
震
研

の
笹
井
洋
一
先
生
、
九
州
大

の
松
島
健
先
生
が
、
「
引
き

続
き
厳
重
な
注
意
が
必
要
」

と
の
一
項
を
加
え
さ
せ
た
。

（
全
島
避
難
中
に
青
山
副
知

事
か
ら
生
死
を
か
け
た
復
旧

作
業
の
実
情
や
都
庁
内
で
の

議
論
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。

現
在
、
大
学
な
ど
で
ご
活
躍

の
青
山
佾
先
生
に
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
）

　

こ
の
他
に
、
火
山
予
知
連

絡
会
の
会
長
井
田
喜
明
東
大

名
誉
教
授
（
当
時
）
等
の
共

著
で
「
火
山
の
辞
典
第
２
版
・

朝
倉
書
店
・
２
万
３
千
円
・

08
年
６
月
発
行
」
と
前
地
震

予
知
連
絡
会
会
長
茂
木
清
夫

東
大
名
誉
教
授
の
「
地
震
の

は
な
し
第
２
版
・
朝
倉
書
店
・

２
千
９
０
０
円
・
02
年
８
月

発
行
」
が
注
目
さ
れ
る
。

　

井
田
会
長
は
、
「
三
宅
島

で
は
、
初
期
の
山
腹
噴
火
が

予
知
で
き
た
も
の
の
、
爆
発

性
の
強
い
山
頂
噴
火
の
展
開

は
予
測
能
力
を
超
え
、
住
民

の
避
難
も
や
や
後
手
に
ま

わ
っ
た
。こ
れ
ら
の
事
例
は
、

現
在
の
噴
火
予
知
の
能
力
、

限
界
、
問
題
点
を
具
体
的
に

示
し
て
い
る
」
さ
ら
に
「
三

宅
島
で
は
約
２
千
５
０
０
年

ぶ
り
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
に
対
処
す

る
に
は
、
噴
火
予
知
の
基
礎

は
あ
ま
り
に
も
脆
弱
で
あ
っ

た
」
（
Ｐ
３
９
１
～
）
と
告

白
し
て
い
る
。

　

一
方
、
茂
木
教
授
は
、
初

版
は
噴
火
直
後
の
01
年
10
月

で
あ
る
が
冒
頭
に
「
三
宅
島

の
噴
火
と
巨
大
群
発
地
震
」

の
項
で
詳
し
く
図
解
入
り
で

し
く
み
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
の
Ｐ
４
で
火
山
噴
火

予
知
連
と
地
震
予
知
連
が
伊

豆
で
は
両
予
知
連
が
「
連
携

し
て
事
に
当
た
る
た
め
に
会

長
間
で
覚
え
書
き
を
か
わ
し

て
い
た
の
に
今
回
役
立
た

な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

る
」
と
専
門
機
関
（
家
）
間

で
の
連
携
が
な
か
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
、
三
宅
島
噴
火
の

予
知
の
混
乱
の
原
因
を
上
げ

た
。
著
書
で
は
、
噴
火
の
推

移
と
原
因
を
わ
か
り
や
す
く

具
体
的
に
解
明
し
て
い
る
。

（
ぜ
ひ
一
読
を
薦
め
た
い
）

　

新
聞
・
テ
レ
ビ
は
、
ど
う

だ
っ
た
か
。

　

新
聞
は
図
書
館
等
で
縮
刷

版
に
眼
を
通
し
て
み
た
。
気

象
庁
は
８
月
18
日
に
二
酸
化

硫
黄
放
出
を
確
認
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
以
降
も
噴
煙

８
千
ｍ
、
地
震
、
泥
流
や
火

砕
流
発
生
な
ど
大
き
く
占

め
、
８
月
29
日
に
掲
載
さ
れ

た
、
「
二
酸
化
硫
黄
濃
度
上

が
る
―
東
京
な
ど
―
」
（
朝

日
新
聞
夕
刊
）は
ベ
タ
一
段
。

そ
の
他
の
一
般
紙
も
大
差
は

な
か
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
さ
れ

た
「
テ
レ
ビ
報
道
に
み
る
三

宅
島
２
０
０
０
年
噴
火
危

機
」
群
馬
大
学
早
川
由
紀
夫

助
教
授
や
、
「
２
０
０
０
年

８
月
の
三
宅
島
に
関
す
る
火

山
活
動
評
価
・
情
報
伝
達
上

の
問
題
点
」
静
岡
大
学
小
山

真
人
先
生
な
ど
見
て
も
同
様

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
高
齢

化
し
た
被
災
者
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
持
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

も
多
い
。
目
が
届
か
な
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
各

地
の
大
学
教
授
な
ど
の
専
門

家
が
、
火
山
噴
火
予
知
連
と

行
政
に
厳
し
い
批
判
と
提
言

を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
次
号
に
譲
り

た
い
。　
　
　

（
佐
藤
就
之
）

な
く
、
避
難
解

除
に
疑
問
も
だ

さ
れ
た
…
」
と

い
う
内
容
が
書

か
れ
て
い
る
。

　

最
初
か
ら
現

地
に
き
て
い
た

責
任
を
な
す

り
つ
け
合
う

専
門
家
と
行

政
に
島
民
の

怒
り
が
爆
発

（
朝
日
新
聞
８

月
30
日
朝
刊
）

噴火災害検証② 引き続き全島避難まで

なかった「安全」の実感
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９
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で

の
日
程
で
、
ゼ
ミ
学
生
16
名

と
と
も
に
三
宅
島
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
島
内
各

所
を
訪
問
し
、
三
宅
島
で
の

生
活
、
産
業
、
医
療
、
教
育
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
教
訓
な

ど
実
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
た
ち

の
訪
問
を
温
か
く
迎
え
て
下

さ
っ
た
島
民
の
皆
さ
ん
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

東
京
に
戻
る
船
中
、
一
人

の
三
宅
高
校
の
男
子
生
徒
と

話
す
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
が

将
来
自
分
の
力
で
「
三
宅
村

を
三
宅
町
に
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
こ
と
に
、

三
宅
島
の
明
る
い
未
来
を
見

た
思
い
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
一
方
で
、
そ
の
少
年
の

夢
を
叶
え
る
た
め
に
も
、
島

の
大
人
た
ち
に
は
大
き
な
仕

事
が
残
さ
れ
て
い
る
と
も
感

じ
た
。

　

三
宅
島
で
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
超
高
齢
社
会
へ

の
対
応
を
例
に
考
え
て
み
よ

う
。
超
高
齢
社
会
に
お
い
て

重
要
な
こ
と
は
、
自
宅
で
健

や
か
に
老
い
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
地
域

ケ
ア
を
、
住
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
実
現
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
三

宅
島
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま

ず
行
政
か
ら
み
る
と
、
保
健

師
、
診
療
所
、
社
協
の
間
の

情
報
共
有
や
協
力
関
係
が
十

分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。
特
に
島
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
の
情
報
が
十
分
行
政
に
把

握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

島
民
の
健
康
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

１
９
８
３
年
噴
火
当
時
阿

古
診
療
所
に
勤
務
し
て
い
た

箕
輪
良
行
医
師
が
「
診
療
所

か
ら
持
ち
出
し
た
器
具
は
役

立
た
な
か
っ
た
が
、
阿
古
の

住
民
１
３
０
０
人
の
健
康
状

態
を
ほ
ぼ
完
全
に
把
握
し
て

い
た
こ
と
は
大
変
役
立
っ

た
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
地

域
ケ
ア
の
要
は
住
民
の
健
康

情
報
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
住
民
の
健
康

情
報
は
行
政
に
十
分
伝
わ
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
各

所
で
話
を
聞
く
中
で
感
じ
た

の
は
、
究
極
的
に
は
住
民
と

行
政
の
距
離
が
遠
い
点
に
理

由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
大
き
な
原
因
が
、

２
０
０
０
年
噴
火
に
際
し
て

の
全
島
避
難
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三

宅
島
で
は
、
噴
火
の
爪
痕
が

住
民
と
行
政
の
相
互
不
信
と

し
て
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が

島
の
高
齢
化
対
策
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
住
民
と
行
政
の

溝
は
、
他
の
多
く
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
も
同
様
の
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
推
察
で
き
る
。
と
す
る
な

ら
ば
、
三
宅
島
の
復
興
の
要

と
は
、
住
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
実
質
の
あ
る
自

治
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

少
年
の
語
っ
た
「
三
宅
町
」

は
、
決
し
て
不
可
能
な
夢
で

は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
住
民
と
行
政
が
島
の

夢
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
地

な
ら
し
が
必
要
で
あ
る
。
私

は
、
そ
れ
を
三
宅
島
の
大
人

た
ち
が
、
大
人
の
責
任
と
し

て
実
現
し
て
頂
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　

９
月
に
学
生
16
人
と
共
に
来
島
し
、
島
の
医
療
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
産
業
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
一
橋

大
学
大
学
院
准
教
授
の
猪
飼
周
平
先
生
に
、
島
の
状
況

を
分
析
し
て
い
た
だ
い
た
。
先
生
は
、
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
実
質
の
あ
る
自
治
を
実
現
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
そ
れ
を
大
人
た
ち
が
責
任
を
持
っ
て
実
現
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　一橋大学大学院社会学

研究科准教授。1971 年生

れ。東京大学経済学部卒。

2001 年佐賀大学経済学部

専任講師。02 年同助教授。

07 年より現職。専門は、

医療政策・社会政策。

「
三
宅
村
を
三
宅
町
に
」

一
人
ひ
と
り
の
健
康
把
握
を

島
の
夢 

共
有
の
地
な
ら
し
を

猪飼先生プロフィール

一橋大 猪飼周平先生が現状分析

住民 行政一体の自治を

残
さ
れ
た
相
互
不
信

来島した一橋大学猪飼ゼミのメンバー（坪田の常磐クラブにて）
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あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
は
年

２
回
の
神
楽
坂
商
店
街
が
企

画
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
が
、
５
月
は
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト

自
体
が
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回

を
待
ち
わ
び
て
い
た
人
も
い

て
、
会
場
は
、
例
年
以
上
に

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
で
は
明

日
葉
、
里
芋
、
イ
モ
餅
、
ヨ

モ
ギ
餅
、
く
さ
や
の
ほ
か
、

三
宅
島
の
タ
ケ
ノ
コ
等
を

使
っ
た
山
菜
お
こ
わ
、
さ
さ

ぎ
を
使
っ
た
赤
飯
な
ど
を
販

売
。
ま
た
実
演
販
売
で
は
明

日
葉
の
て
ん
ぷ
ら
の
ほ
か
、

初
の
試
み
と

し
て
島
の
ム

ロ

ア

ジ

を

使
っ
た
つ
み
れ
汁
も
用
意
し

た
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、

終
了
時
間
の
18
時
前
に
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
商
品
を
売
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
へ
の

参
加
は
、
特
産
品
の
販
売
だ

け
で
は
な
く
、
島
の
現
状
や

問
題
点
な
ど
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
る
。

　

今
回
は
、
商
品
を
購
入
し

て
く
れ
た
人
に
、
三
宅
島
新

報
を
配
布
し
た
ほ
か
、
Ｄ
Ｔ

Ｐ
Ａ
も
協
力
し
て
作
成
し
た

噴
火
か
ら
現
在
ま
で
の
流
れ

や
現
在
島
で
起
き
て
い
る
問

題
、
そ
の
ほ
か
島
の
特
産
品

を
紹
介
し
た
模
造
紙
の
展
示

も
行
っ
た
。

　

道
行
く
人
々
が
こ
の
よ
う

な
展
示
に
目
を
止
め
る
姿
も

多
く
見
ら
れ
た
。
東
日
本
大

震
災
に
世
間
の
目
が
い
く
な

か
で
、
噴
火
災
害
の
爪
痕
が

三
宅
島
に
は
未
だ
に
残
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
だ
。

　

第
25
回
三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話
人
会
が
、
10
月

19
日
の
18
時
30
分
か
ら
巣
鴨
の
ル
ノ

ア
ー
ル
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
議
題
は
、
あ
お
ぞ
ら

フ
ェ
ス
タ
の
報
告
、
高
濃
度
地
区
住

民
と
在
京
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

（
１
面
に
記
事
）
の
実
施
方
法
、
在

京
者
へ
の
訪
問
活
動
の
状
況
と
今
後

の
方
針
な
ど
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
し

こ
と
、
訪
問
活
動
に
関
し
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
呼
び
か
け
も
含
め
、
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ル
（
電
話
）
を
通
じ
て

要
望
を
確
認
し
、
訪
問
先
を
検
討
す

る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

私
た
ち
も
ネ
ッ
ト
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ

ス
タ
で
特
産
品
の
販
売
を
し

ま
し
た
。

　

例
年
以
上
に
多
く
の
も
の

が
売
れ
、
島
の
状
況
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
模
造
紙
づ

く
り
を
担
当
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
広
報
活
動
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
、
神
楽
坂
商
店
街
で
10
月
２
日
の

12
時
か
ら
行
わ
れ
た
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
に
、
三
宅
島
の

物
産
店
を
出
店
。
明
日
葉
や
く
さ
や
に
加
え
、
初
め
て
つ

み
れ
汁
、
山
菜
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
掲
示
物
に
も
力
を
い
れ
た
こ
と
で
、
島
の
現
状
な
ど
を
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
だ
。

【お便り】

　皆様お元気でお過しの事

と思います。この所も暗い

ニュースが起こっています

ね。なんとか乗り気ってほ

しいと祈るばかりです。三

宅島も頑張っています。

 いつも三宅島新報楽しみに

しています。シルバー人材

センターからの配布で読ん

でいます。長い間本当に有

難うございました。涼しく

なりますので、くれぐれも

お体を大切にして下さい。

（Ｓ様）

【ご寄付者名】

佐藤宗ノ子様  吉岡薫様

Ｍ様  大島循子様

吉田信行様  中島修平様

笹井美奈子様

【震災義援金ご寄付者名】

鈴木節子様

　（８月１日～９月 30 日）

模
造
紙
で
ア
ピ
ー
ル

あおぞらフェスタで特産品販売

状況知ってもらう機会に

編
集
後
記

て
は
結

果
を
次

号
の
本

紙
に
掲

載
す
る

10
月
19
日
に
ネ
ッ
ト
世
話
人
会

神楽坂商店街に出店した物産店

巣鴨で行われた世話人会

訪
問
活
動
な
ど
議
題
に


